
1 

令和８年２月 20日 

 

小松市民交流プラザの管理運営に係るサウンディング型市場調査の結果について 

 

小松市民交流プラザ及び小松駅高架下、さらに小松駅周辺全体の効果的・効率的な利活用に

ついて、民間事業者の皆様との対話を通じ、広くご意見やご提案をお聴きし、今後の施設の利活

用や管理運営方法、次期指定管理者の公募条件を検討していくことを目的にサウンディング型

市場調査を実施しました。 

今回、民間事業者の皆様と個別対話を実施しましたので、その結果を公表します。 

 

１．個別対話参加事業者 

６事業者 

 

２．個別対話のテーマ 

○民間事業者から見た対象施設の課題・ポテンシャル 

○民間ノウハウを活用したサービス向上・効果的な管理運営 

○管理運営へ参画するための条件・課題 

○対象施設の管理運営への参加意欲 

○駅高架下の効果的・効率的な利活用及び駅周辺の活性化・賑わい創出 

 

３．個別対話での主な意見等 

（１）テーマ１「民間事業者から見た対象施設の課題・ポテンシャル」 

「設備の老朽化、PR不足による認知度の低さ、利用しにくいといった課題もあるが、安価で

気軽に利用できる、特にライブホールは他にはない貴重な施設である。」「市民公園やスケート

ボードパークも含めユースカルチャーを表現できる場所となっている。」といった意見が挙げ

られました。 

一方、いずれの事業者も、駅北側に向かう人流が少なく収益が見込めないため、現時点で

は、テナントとしての施設の利用は困難という認識でした。 

項目 概要 

芸術文化

供用施設 

課題 

○設備の老朽化が進んでいる。 

○施設利用、イベント開催等の情報発信が不十分なため認知度が低い。 

○ＳＮＳでの配信など表現活動が多様化していることや、地域の人口規模

から、稼働率の向上には限界がある。 

○収容人数が少ないことや、音響・照明操作の専任オペレーターの経費が

掛かることから、イベントを実施しても収益を上げにくい。 

強み ○同規模のライブホールとしては、県内でもトップクラスの施設。サブカル
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チャー表現の場として貴重である。 

○音楽ライブだけでなく、パーティや映画上映等多様なイベントに使える。 

○ラジオスタジオは、録音スタジオとしても利用できる。 

○他のホールに比べ料金設定が安価である。 

健康交流

施設 

課題 

○奥まった場所にあり、目立たない。 

○商業施設としてフィットネスクラブ等を運営するには面積が小さい。収

容人数が少なく収益が見込めない。 

強み 
○高架下なので、大きな音が出る活動が気軽にできる。 

○使用料が極めて安い。 

商業 

テナント 

課題 
○駅北側は人の流れが少なく、収益面で店舗経営は困難だと感じる。 

○人流や収益を考えると、新規出店のための設備投資は難しい。 

強み 
○芸術劇場うらら来場者には利用しやすい場所にある。 

○うどん屋としてある程度のニーズがある。 

スケート

ボード 

パーク 

課題 
○フェンスが高く疎外感がある。檻に閉じ込められているように感じる。 

○管理者が不在であり、ルールが徹底されていないように見える。 

強み 
○マッツや市民公園に隣接しており、多様な形でユースカルチャーを表現

できる場となっている。 

市民公園 

課題 
○禁止サインが多く、利用しにくい印象がある。 

○屋根がないので、日差しの強い時や雨天時は人が集まりにくい。 

強み 
○BMXや路上ライブなど、ユースカルチャーが根付き初めている。 

○広々としており、イベント等がしやすい。 

その他 

課題 

○施設北側は駐車場と駐輪場があるだけで、人流は少ない。 

○高架下の公共通路は人通りが限られている。特に夜間はこまつの杜へ

つながるゲートを閉じるため袋小路となる。 

○自動車で来場すると駐車料金が必要となる。 

○行政施設であり、利用条件が厳しく感じる。 

強み 

○小松駅に隣接しておりアクセスが良い。 

○駅周辺は、新幹線開業後飲食店が増えており、注目されるエリアであ

る。ビジネス向け施設や大学など多様な施設があり、ビジネス的にもポ

テンシャルを感じる。 

（２）テーマ２「民間ノウハウを活用したサービス向上・効果的な管理運営」 

それぞれの事業者の強みを活かした多様なアイデアが挙げられました。また、「利用ルール

や管理運営方法の見直し、情報発信の強化により施設の活性化は可能である。」「市民公園や

スケートボードパークも合わせ、若者が集まるエリアというイメージを構築することで賑わい

創出につながる。」といった意見もありました。 
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項目 概要 

芸術文化

供用施設 

【ホール】 

○音響設備を現在のプロ仕様のものから、アマチュアでも使用できるものに変更

することで、利用しやすくなる。 

○音響や照明設備を簡易なものにすることで、専門のオペレーターが不要にな

り、安価で利用できる。 

○当該施設単独ではなく、他施設と合わせて管理運営を行うことで、スタッフ数

の削減等、効率的な運営が可能となる。 

○予約・施錠システムを導入することで、スタッフの常駐が不要となり、経費削減

につながる。 

○照明の LED化による光熱費の削減。 

○他にはない、防音のレンタルスペースということを活かした集客。 

○イベントやスクールの開催により認知度向上と収益確保を図る。 

【ラジオスタジオ】 

○周辺で開催されるイベントと連携したプログラムの放送。 

○中・高校生による、部活動の紹介などオリジナルプログラムの放送。 

○ライブ配信スタジオとしての活用。 

○通路に面していることを活かした展示スペースや店舗としての活用。 

健康交流

施設 

○定期的に通ってもらえるよう、子どもを対象にした教室の開催。 

○健康、血管年齢や姿勢チェックのイベントの開催。 

○電車通勤者を対象にしたフィットネスプログラムの展開。 

○駅周辺の宿泊施設利用者を対象にしたジムやサウナ等のフィットネス機能。 

商業 

テナント 

○手軽で提供の早い飲食店や専門店ショップの誘致。 

○別館を短期間利用できるチャレンジショップ（飲食店・雑貨店等）として活用。 

○カフェや雑貨店など若者向けのテナントの誘致。 

○ゲームセンターやカプセルトイショップ、メイド喫茶としての利用。 

スケート

ボードパ

ーク 

○照明が不十分なため暗いイメージがある。明るくし、健全なスポーツゾーンとし

てイメージ転換を図る。 

○無人の管理システムの導入。市民交流プラザなど他施設と兼務で管理人を配

置し利用者マナーの向上を図る。 

市民公園 

○キッチンカーイベント等の開催により、人が集まる空間になる。 

○植栽やベンチを配置することで、人の滞留や人流の増加が期待できる。 

○日よけ、雨除けの大屋根を設置すると、イベント等がしやすくなる。 

○巨大滑り台のような集客につながる遊具等の設置。 

○飲食横丁のような、複数のテナントが入れる施設・空間の設置。 
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その他 

○市民交流プラザを中心に若者が集うエリアというイメージの構築によるにぎわ

い創出。 

○施設の運営を通して、ルールの徹底、マナーの向上を図ることで、青少年の健

全育成にも寄与できる。 

○情報発信強化（WEB、SNS等の活用）による認知度向上。 

○高架下の公共通路は暗くて雰囲気が良くない。照明を設置し明るくするとよ

い。また、通路を活用したイベントの開催。 

○予約や支払いシステムのオンライン化、デジタル化。 

○施設や公園利用者のための、駐車サービス券の検討。 

（３）テーマ３「管理運営へ参画するための条件・課題」 

○市民交流プラザだけでなく、市民公園との一体的な管理。イベント開催等施設利用者の利便

性の向上、管理運営の効率化を図ることができる。 

○施設の魅力向上のためにも、老朽化した設備や内装の更新が必要。 

○施設整備経費の支援が必要。収益は見込めないので民間事業者による設備投資は困難。 

（４）テーマ４「対象施設の管理運営への参加意欲」 

参加した６事業者の内、３事業者が参加意欲を示し、１事業者が条件によっては参加したい

という意向を示しています。 

（５）テーマ５「駅高架下の効果的・効率的な利活用及び駅周辺の活性化・賑わい創出」 

○市民交流プラザ、市民公園、スケートボードパークを連携させ効果的に活用することで、小

松駅の北側は、ユースカルチャーの学びの場となる。 

○マナー向上のため、駅の西側にも喫煙所があるとよい。 

○駅北側へ人の流れを作るため、高架下空き空間への商業テナントエリアの整備。 

 

４．今後の予定 

今回のサウンディング型市場調査での参加事業者様からのご意見やご提案を踏まえ、今後

の施設の利活用や管理運営方針、次期指定管理者の公募条件を検討してまいります。 


